
様式１

１　施設の概要

２　施設の利用状況等

３　収支状況

【収入】

【支出】

【収入】

【支出】

４　利用者アンケート等

令和４年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価書

施設名称 吉野川市文化研修センター 指定管理者 NPO法人　吉野川市文化協会

施設所在地 吉野川市鴨島町鴨島６９４番地１４ 施設所管課 生涯学習課

指定期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日 選定方法 公募　・　非公募

指定管理者
の主な業務

①施設及び設備の維持管理②利用の許可③利用料金の収受④講座の実施⑤その他管理に関し教育委員会が
必要と認める業務

利用料金制
の導入

有　・　無 自主事業 有　・　無

項目（利用人数、苦情件数等） 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

利用者数等 69,828人 37,734人 61,049人 61,608人 

苦情・要望等件数 0件 0件 0件 0件 

収支【指定管理業務】
計画額 収支実績額

項目 金額（円） 項目 金額（円）
【収入】
指定管理委託料 14,058,000 指定管理委託料 14,058,000
利用料金 3,000,000 利用料金 2,600,782
講座収入 11,000,000 講座収入 10,752,000

雑収入 900,950 雑収入 176,631

合計 28,958,950 合計 27,587,413

【支出】
人件費 13,900,000 人件費 13,786,709
講師料 7,000,000 講師料 8,164,800
消耗品費 320,000 消耗品費 313,755
光熱水費 1,800,000 光熱水費 1,772,879
修繕費 500,000 修繕費 538,925
通信運搬費 550,000 通信運搬費 533,888
保険料 100,000 保険料 105,940
委託料 2,280,000 委託料 2,268,076
使用料及び賃借料 340,000 使用料及び賃借料 334,843
消費税 1,320,000 消費税 1,334,884
法人税 70,000 法人税 60,000

その他管理費 778,950 その他管理費 999,220

合計 28,958,950 合計 30,213,919

損益 0 損益 -2,626,506

収支【自主事業】
計画額 収支実績額

項目 金額（円） 項目 金額（円）
【収入】
自主事業収入 700,000 自主事業収入 1,734,862

合計 700,000 合計 1,734,862

【支出】
自主事業費 700,000 自主事業費 1,029,381

合計 700,000 合計 1,029,381

損益 0 損益 705,481

実施時期 令和４年４月から令和５年３月まで

調査方法 実施期間中の施設利用者、意見回収箱設置等

調査結果 調査回収数　１１，４１９件

意見要望・苦情等の内容
・ホールの絨毯が劣化しているため、張り替えをしてもらいたい。
・Ｗｉ－Ｆｉの電波が弱く届く範囲が狭いので改善をお願いしたい。



５　指定管理者及び市（施設所管課）による評価

６　指定管理者による自己評価（コメント）

７　市（施設所管課）による総合評価（コメント）

項目 評価項目
指定管理者自

己評価
市施設所管課

評価

平等利用
市民の利用にあたり、公平であるか。正当な理由なく、一部の市民に
利用制限や優遇が行われていないか。

Ａ Ａ

事業実施状況 事業計画書に基づき、適切に事業が実行されているか。 Ａ Ａ

広報・PRの実施 利用促進のための取組みを実施しているか。 Ａ Ａ

管理運営方針
市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理運営はさ
れていたか。

Ａ Ａ

仕様書等に基づき、清掃、警備、衛生の点検・管理が適切に行われて
いるか。

Ａ Ａ

利用に支障をきたすような状況を放置せず、適切に修繕が行われてい
るか。

Ａ Ａ

再委託業務
再委託されている業務の範囲・理由等は適切であり、かつ委託先の業
務を適切に管理しているか。

Ａ Ａ

備品等の管理 備品等を適切に管理され、その機能が失われていないか。 Ａ Ａ

持ち込み物品等の管理 持ち込み物品等が適切に管理されているか。 Ａ Ａ

職員体制・人員配置
職員体制、人員配置、労働環境は適切か。必要な資格、経験等を有す
る人員が確保されているか。

Ａ Ａ

職員の労働条件 労働基準法の労働関係法令を遵守されているか。 Ａ Ａ

職員研修等 職員研修や業務指導に関し、適切に実施されているか。 Ａ Ａ

法令等遵守 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き等を行っているか。 Ａ Ａ

利用者アンケートへの対応状況
利用者アンケート等が適切に実施されており、要望・苦情等に適切に
対応しているか。

Ａ Ａ

連絡調整
協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相談等を適切
にしているか。

Ａ Ａ

職員の接遇等 言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切か。 Ａ Ａ

苦情・要望の把握・対応
要望・苦情等に適切に対応しているか。（記録簿整備を含む。）また、
重要な事案は、市に報告しているか。

Ａ Ａ

地域との連携 地域の住民や関係団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。 Ａ Ａ

地域貢献
市内業者の活用、市民の雇用など地域への貢献への配慮がされてい
るか。

Ａ Ａ

事故や災害等の緊急時のマニュアルが整備され、連絡体制が確立し
ているか。

Ａ Ａ

利用者の安全確保に対する研修・訓練等を実施し、職員が内容を熟
知しているか。

Ａ Ａ

施設・警備等の防犯体制は適切であるか。 Ａ Ａ

個人情報及び秘密の保護
個人情報及び職員が業務上知り得た秘密について、職員への指導の
徹底と対策が講じられていたか。

Ａ Ａ

帳簿管理・経理 経理帳簿や台帳を整備し、適切に経理事務が行われているか。 Ａ Ａ

事務処理等
業務日誌、各種報告書を適切に作成・整備し、遅延なく市に提出され
ているか。

Ａ Ａ

令和４年度の自己評価
特別展を企画するなど、これまでにない行事を行うことにより、コロナ禍ではある
が、コロナ禍以前に近い利用者数を記録することができた。

今後の目標
コロナも終息に向かうことから、積極的な活動運営を行いたい。 

総合評価

Ａ

施設・設備の保守管理

危機管理、事故・災害等への対
策・対応

コロナ禍ではあったが、積極的な活動運営が行われており、度々マスコミにも取り上げられるなど、素
晴らしい運営が行われている。本市の文化芸術の振興に多大な貢献をいただいており、大変感謝してい
る。


